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国
民
年
金
は
、　

歳
以
上
の
す
べ

２０

て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
保

険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を

取
っ
た
と
き
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、

万
が
一
の
場
合
の
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
長
い
人
生
に
は
思
い
が

け
な
い
病
気
や
失
業
な
ど
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
の
た
め

に
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
一
部

免
除
ま
た
は
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
（
一
部
納
付
）
制
度
」
や
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
免
除
制
度

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
が
一
定
の
基
準
額
以
下
の
場

合
に
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部

を
免
除
す
る
制
度
で
す（
左
表
参
照
）。

ま
た
、
失
業
な
ど
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
方
は
、
特
例
と
し
て
所
得
に
関

係
な
く
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
を
除
く
　
歳
未
満
の
方
で
、

３０

本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
を
猶
予（
最
長
　
年
間
）

１０

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
　
町
町
民

課
住
民
記
録
係
（
察
　－

３
１
１

８２

１
内
線
１
２
３
）
へ
ど
う
ぞ
。

に
未
納
に
な
っ
て
い
る
と
、
病
気
や

け
が
な
ど
で
障
が
い
が
残
っ
た
場
合

で
も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
免

除
や
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は

本
人
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
町
町
民
課
（
３
番
窓
口
）
に

一　部　免　除

全額免除世帯構成 ４分の１

免　　除
半額免除

４分の３

免　　除

335万円282万円230万円162万円４人世帯

247万円195万円142万円92万円２人世帯

189万円141万円93万円57万円単身世帯

※この表はあくまで目安です。実際に免除の判定をする際

は、社会保険料控除額なども考慮されるため、免除基準

となる所得は人によって異なります。

◆免除となる所得基準の目安

保 険 料

（月額）
免 除 区 分

なし全 額 免 除

3,780円
４分の３免除

（４分の１納付）

7,550円
半 額 免 除

（半額納付）

11,330円
４分の１免除

（４分の３納付）

◆免除後の保険料の額

納付が困難なときは
免除制度のご利用を

国民年金保険料

税
金
は
暮
ら
し
を
支
え
る
財
源

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
病
気
や
失
業
な
ど
の
理

由
で
期
限
内
に
町
税
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
や
、
仕
事
の
都
合
な

ど
で
平
日
に
納
税
相
談
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、
夜
間
と

休
日
の
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
納
税
に
関
す
る
相
談
の
ほ
か
、
町

税
の
納
付
も
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
期
間
　
８
月
　
日（
木
）～
　
日（
火
）

１９

２４

◇
時
間
　
午
前
８
時
半
～
午
後
７
時

※
　
日
（
土
）
と
　
日
（
日
）
は
午

２１

２２

前
９
時
～
午
後
５
時

◇
場
所
　
町
税
務
課
収
納
対
策
室

　（
役
場
１
階
９
番
窓
口
）

※
期
間
中
、
１
階
正
面
玄
関
か
ら
お

入
り
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
税
務
課
収
納
対

策
室
（
察
　－

３
１
１
１
内
線
１

８２

１
５
、
１
１
６
）
へ
ど
う
ぞ
。

　
本
町
に
お
け
る
町
税
の
滞
納
額
は

年
々
増
え
続
け
、
厳
し
い
町
の
財
政

を
さ
ら
に
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
に
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源

で
あ
る
町
税
の
収
入
確
保
は
も
と
よ

り
、
き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
人
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
処
分

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
滞
納
額
が
大
き
い
人
や
納
税
に
つ

い
て
相
談
が
な
い
滞
納
者
に
対
し
て

は
売
掛
金
や
預
貯
金
、
給
与
な
ど
の

差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
お
り
、
本
年

度
は
７
月
ま
で
に
　
件
、
４
１
５
万

３７

円
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
昨
年
度
か
ら
は
、
自
宅
や

事
務
所
な
ど
に
赴
い
て
家
財
な
ど
の

動
産
を
調
査
す
る
捜
索
を
実
施
。
捜

索
の
結
果
、
換
価
可
能
な
動
産
を
見

つ
け
た
場
合
は
差
し
押
さ
え
や
公
売

を
行
い
、
強
制
的
に
滞
納
税
へ
充
て

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
月
１
日
に
国
民
健
康
保
険
の
保

１０
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
保
険

証
の
有
効
期
限
が
短
く
な
っ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
使
え
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

入
院
時
に
病
院
か
ら
の
請
求
が
高
額

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
「
減
額
認

定
証
」
も
発
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
納
税
は
自
主
納
税
が
基
本
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

期
限
内
に
納
税
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
税
の
滞
納
は
保
険
証
を
制
限

夜
間
・
休
日
納
税
相
談
行
い
ま
す


